
 

バイオマスプラスチックにおける材料・製品の最新動向と 

機能性・バイオマス度向上への課題 

 

★「バイオマスプラスチック」の現状と最新動向から将来展望まで  

★植物由来材料を用いた材料の開発、「バイオマスプラスチック」を原料に用いた製品の開発、

など多くの事例をご紹介  

★機能性・バイオマス度向上への課題と最新動向を各分野の第一人者が解説！ 

 
発刊にあたって 

 海洋汚染など、プラスチックの環境問題が顕在化し、従来の石油系プラスチックの代替えとして、バイオ

マスプラスチックへの関心が高まっており、世界や日本での生産や出荷が拡大している。一方、海洋分解

できるバイオマスプラスチックは、種類は限られており、そのコストや物性などに課題があるため利用がまだ

少なく、特に日本での利用は非常に少ない。そこで今後は、海洋分解性があり、低コストなバイオマスプラ

スチックの開発とその生産の拡大への期待が高い。そして、バイオマスプラスチックについても、プラスチッ

ク全体の循環型環境対策の一環として、マテリアルリサイクルの技術とシステムの構築が重要となる。 

（「第 1 章 バイオマスプラスチックの現状と生産･技術動向、将来展望」より抜粋） 
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